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毛な読解観・学習観と〈学校で学習された無力感（academiclearned helpless－  
ness）〉（StanovichS．389）だけを後に残すという不幸かつ皮肉な結果に終わる  











ることまでである。そこで読解の場合，未知の語意味を自ら獲得しつつ前進す   




















的方策等については《原口1999≫，《原口2000≫を参照されたい。   
1．問題点   







































卜2 文法訳読法に代わる読解法とその問題点   
今日では文法訳読法に村する反省に立ち，これに代わる読解法も徐々に行わ  
れるようになっている。このような読解法には必ずしも統一的な方法が存在す  





































く既知である方が基板語の意味内容の推測は容易であり，これに有利に作用す   







と考えると，一年間で約300、360語が習得される語彙数となる」と試算してい   


















かが重要な課題となるのである。   
2．語垂と読解   




のことば（Freudenstein S．64）（7）はこうした事情を象徴するものである。日常  
生活と外国語の学習にはどれほどの数の語彙が必要なのであろうか。一例とし  
て次のような記述が見られる。  
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「……大学卒業者でさえ3000語以下の語彙で間に合わせている。会話では  
1000語以上は使用されない。‥・・・・Konrad Adenauerは言わなければならな   
いことを言うのに1000語以上を必要とすることは決してなかった。」   
（WortschatzS．82）   
一方外国語としてのドイツ語の場合 ，「日常生活のあらゆる場面で意志疎通  
がはかれる，確かなドイツ語の基礎知識が身についていることを証明」するた  
めに行う「ドイツ語基礎統一試験（Zertifikat Deutsch als Fremdspraehe）」  
（Goethe－Instittlt）は約2000の語彙を想定し，そのための準備教材も概ね2000  
語を前提として作成されている（米井S．62f．）。   
またドイツ語学習用基本語彙集を編暮したOehlerは，その前書きで次のよ  
うに述べている。   
「このドイツ語基本語彙集はドイツ，アメリカ，イギリス，そしてフランス   
における半世紀以上に及ぶ言語統計研究の成果である。語彙の出現頻度に関   
する研究によれば次のことが知られている：ドイツ語の出現頻度上位1000語   
ですべての通常テクスト（Normaltexte）の語彙の80％以上をカバーするこ   
とができる。次の1000語でこれに続く8％から10％が，更に次の1000語で約   
4％が，更に1000語で2％が，そしてまた更に1000語で同様に2％を把握す   
ることができる。したがって上位4000語があらゆる通常テクストと日常会話   
の語彙の平均95％を形成し，これに続く4000語が約2％から3％をなし，残   
りのすべての語彙は1％から2％以下である。」（OehlerS．3）   
更に英語については，次のような記述が見られる。   
「一般には，『テキストを理解するための条件は語条の95％を既知語として   
カバーすることで，そのカバー率には3，000語が必要』（Laufer，1989，1992）   
という報告があり，thresholdleve13，000語説が支持されている。しかし，  
1auferの調査は，ほとんど追試もされないまま，多くの論文に引用されてい   
る。」（大学英語教育学会 S．75）   
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こうした観点から山内は英語の語桑力と読解能力の関係について日本人の大  
学生と大学院生を被験者として調査を行い，次のような結論に達している。   
「…・・・ 日本人英語学習者の場合，TOEFLのような学術的な散文を読みその   
内容理解が（約57％以上）できるためには，2000語レベルが必要最低の語   
彙力である。今回の調査では，語彙レベルが上がるほど読解力も上昇する   
傾向があり，厳密なthresholdlevelを特定することはできなかった。ただ   
し，3000語レベルの語彙力をもつ9剖程度（88．9％）の学習者がTOEFLの   
ような学術的な散文を読みその内容理解ができることを考えると，語彙指   
導では，まず2000語レベルを習得させ，3000語レベルを目指すという手順   
が考えられる。したがって，3000語レベルは語彙の指導上の目標として位   






あろう。   
こうした現実の中で二，三年時の学習者の語彙力不足の村策としてまず考え  
られるのが，文法等を幾分削ることによって生まれた時間で1000語から3000語  




問題以前に，「語の意味内容はコンテクストとの関係が重要である」（Bohn S・  
64）という語の意味内容とコンテクストの関係の原則から見てまず問題が多  
い。またこれを学習者が暗記することによって語彙の試験に合格したとして  
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も，こうした試験村処能力と実際のことばの運用は別であることから，〈習  




（Scherfer S．413）自体に何よりも本質的な問題が存在する。  

















の基本語彙集（Franeais Fondamental）において，1063位まである出現頻度リ  
ストにdimanche（日曜日）が294位，Samedi（土曜日）が516位，lundi（月曜   
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いては訴えるところが少い」（Neuner S．78）という指摘も重要であが1）。そし  
て更に受容に際してと発話に際してでは使用する語は異なる（Neuner S．78）  
という点についてもまた考慮する必要があろう。   
以上のような問題点から，普遍的有用性の基準に基づく基本語彙の選定につ  
いての次のような評価は当を得たものであると言えよう。   
「外国語教育にとっての出現頻度調査の価値は，議論の進展と共にますます   
懐疑的に評価されているように思われる。こうした調査方法には，分析され   
るべき言語資料の選択のような多くの固有の問題が内在する。これに対して   
他の諸問題は出現頻度調査を補足ないしは補正する上で不可欠と思われる追   
加的調査の種類と数から生ずるものである。しかしそれはこうしたあらゆる   
努力を払ってもなお，教育的－，教授法的観点から熟慮すること（「矯正   
策」）なしには立ち行かないように思われる。これらのことから，厳密な意   
味において普遍的有用性の基準は存在しえず，しかしそれにもかかわら   
ず，－学習者グループに即した学習目標の決定にとってもまた－，普遍的   
有用性の基準の考え方の枠内で開発されてきた種々の方法を使用することは  
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有意義と思われるのである。」（ScherferS．420）   
そして更に，テクストの理解にとって有用な基本語彙の選定について考える  
に際しては，比較的少数の基本的語桑によって通常のテクストを構成する語彙  
のかなりの部分がカバー できるという見解に対する次のような指摘もまた，常  
に銘記しておかなければならない。   
「しかしこうした結果は，外国語の授業において狭く限定された語桑を習得   
すればそれでもう非常に高度なコミュニケーション能力が獲得できるという   
誤った印象をしばしば引き起こすということをはっきりさせておかなければ   
ならない。ある言語の中で最も出現頻度の高い1000語が通常のテクストの語   
彙の約80％を形成しているという広く流布している命題から，こうした語柔   
だけを知ってさえいれば，すべてのテクストの80％は理解できる，あるいは   
すべてのテクストを80％理解できるという結論を引き出してはならないので   




2づ 学習者に対応した基本語彙の選定   
上に見たような普遍的有用性の基準が内包する問題点から，近年では基本語  
彙選定の基準を拡大し，学習者に対応した基本語彙を選定する試みが行われて  
いる（Neuner S．78）。Neunerはその中心にあるのはMackey／Savardの導入し  
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一結合力（ある語が複合語，派生語の中に出現する頻度）  



















となる㈹。   
Schumacherは，Mich6a，Pfeffer，Oehlerが普遍的有用性の基準によって作成  
した三種類の基本語彙集のLandrieuxによる詳細な比較調査の結果に基づいて  
次のように述べている。   
「構造語を超えてはごく限られた範囲でしか語彙の一致が存在しないことが   
そこに見て取ることができる。特に通常これらのリストのほぼ半数をなして  
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いる名詞については相違が非常に大きい。なぜならば名詞の出現頻度は使用   
された言語資料との結びつきがきわめて強く，その周知度が様々に評価され   
うるからである。」（SchumacherS．49）   
こうした問題点に対する反省を踏まえてSchumacherは更に次のように指摘   
している。   
「何らかのテクストに出現するパーセンテージが少しでも高い語を語彙リス   
トの中に包括することほ今日それほど重要ではない。むしろ目標は，特定の   
目標グループのコミュニケーション上の需要に対応する『最小限の言語   
（”Sprachminima“）』を開発することにある。＝…・研究を新しく方向付ける   
に際しては，注意を語彙にのみ向けることには意味がないであろう。学習目   
標の定めるところに基づいて，選定された文法的基本構造と調和する最小限   
の基本語彙の選択を行わなければならないことが今日でははっきりと認識さ   
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2－4読解能力におけるマシュー効果   
読解力を形成するためには多読が必要であることは経験的に良く知られてい  
る。Westhoffもまた読解能力育成の実践上の指針として〈「学習者にできる限  
り多くの生の言語素材（authentisches Sprachmaterial）を対面させよ」〉を掲  
げている（Westhoff S．75）。その出発点となるのは次のような認知上の一連の  
メカニズムである。   
「一般に推測されているところによると，人間は生まれた時から知覚を秩序   
付けようとしている。そして人間はこれを知覚の中に規則性を発見しようと   
することによって行っている。……人間はこの種の規則性を，絶えず仮説を   
立てて，これを検証することによって発見している。こうして人間は単に非   
常に広範に及ぶのみならず，陰影に富んだ知識のあり方を蓄積するのであ   
る。」（WesthoffS．75）   
そこでこうした学習者の知識獲得方略を踏まえ，これに接続した形で外国語  
教育を行うためにWesthoffは次のように述べている。   
「教材は学習者にできる限り多くの仮説を立てさせ，これを検証することを   
可能にするものであることが望ましい。このことは即ち，読解教材は未知の   
事項と並んで十分に既知の事項を含んでいなければならないことを意味す   
る。その結果外国語の読み手／学習者は既知の事項から出発して未知の事項   
に関して尤もな仮説を立て，これを検証することができるのである。簡単に   
言うと，読解テクストは難しすぎてはならず，比較的『容易』でなければな   
らない。それに加えて，差し当たり推測されたにすぎない規則性は，比較的   
短時間のうちに比較的頻繁に知覚されてはじめて，即ち学習者ができるかぎ   
り多く読んではじめて規則性として認められるのである。そしてこのことを   
学習者はテクストが難しすぎない場合にのみ行うのである。」（Westhoff S．   
75）   
Stanovichもまた読解能力の形成に際して読解量の果たす重要性に着目して  
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いる。Stanovichは，新しい情報を獲得するに際して既有の知識ベースが重要  
であるという認知的発達に関する最近の知見の面から次のように述べている。   
ト…‥教育の領域においてマシュー効果（咽を引き起こすメカニズムの一つ   
は，豊富かつ精巧に作り上げられた既有の知識ベースが更に学習を促進す   
ることである。専門的技能知識を身に付けている者はより大きな知識ベー   
スを持っており，この大きな知識ベースはより大きな専門的技能知識をよ   



















傾向があるという Nagyetal．，Jenkinsetal．の研究結果（StanovichS．382）も   
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考え合わせ，読解におけるマシュー効果のメカニズムについて次のように述べ  
ている。   
「より良い読み手は，劣った読み手と比較して，善かれたことばに接する機   
会が多い。かくしてより良い読み手が習得する拡大された知識ベースは新し   
い語意昧の帰納的理解をおそらく促進する。そして最終的に，より良い読み   
手は，劣った読み手の知識ベースが補償される場合でさえも，彼らが行う以   
上により効率的にコンテクストから新しい語を学習するように思われる。」   






展させるためにはどのような方策が必要であり，また可能なのであろうか。   
3．対策   
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学習の中で既有の知識ベースとして機能させることによって，語彙力と読  












と」（Krashen S．23）を“narrow reading”（Krashen S．23）という名称の下に  
提案している。そしてその背後にあるのは「おそらく一般的に，狭いインプッ  
トが第二言語習得にはより効果的である」（Krashen S．23）という考え方であ  
る。そしてKrashenがnarrow readingという読解教育法の裏付けとする次の  
ような考え方は，〈多読による読解能力の形成を通じて語彙も同時に獲得さ  
れ，両者は互いに相互促進作用を発揮する〉という点でStanovichの主張とも  
合致している。   
「narrow readingという方法は，構文と語柔双方の習得は多くの理解可能  
なコンテクストに触れることから生まれるという考え方に基づいている。即ち  
我々はメッセージ，多くのメッセージを理解する時に，そのメッセージをコー  
ド化している新しい構文や語桑を習得するのである。narrOW readingはこう  
したプロセスをいくつかの点で促進する。まず第一に，書き手にはそれぞれ好  
みの表現や独自の文体があり，話題（topic）にもそれぞれ固有の語彙と論述   
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更生的な形での語彙と読解能力の累進的拡大を引き出すことも可能であると考   
えられる。  
3－2 教材と授業の設計にあたっての留意点   
上に見たような基本的考え方に基づいて実際の教材と授業を設計し，その効  
果をより発揮させるためには更に次の点に配慮する必要があると考えられる。  
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4．教材と授業例   
4－1教材例   
小論の最後に掲げた教材例の全体的構造は，付随する準備教材例と接続教材  
例も含めて下記の通りである。  
準備教材例1：〈出生率1．35 4年ぶり上昇〉  
準備教材例 2：〈人口1億2691万人伸び率最低〉  
教材例  
1．人口動態シリーズ   
1－1導入編  
①（支援テクスト1）：〈Å1testeJpaneringestorben〉  
J   
（∋（支援テクスト2）：〈Wohnbev61kerung〉  
凸   




¢   
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J  














人口動態シリーズの目標テクスト2：〈Bev61kerungsentwicklung Deutschlands  
biszumJahr2050〉  
接続教材例l：〈AusほnderundMischehen〉  
接続教材例 2：〈ZahlderMotorradun指11eistzur竜ekgegangen〉   
本シリーズのテーマとして〈人口動態〉を選択したのは下記の理由による。  
1）近年日本では〈小子・高齢化社会〉の到来が喧伝されており，この問題に  
ついて学習者の多くが概略的な概念知識を共有していると考えられる。   
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巨大な影響を及ぼすものであり，数字に裏付けられたその実態を把撞し，これ  
についての現時点での自己の意見を整理しておくことは，今後の学生，社会人  












成した（16）。   
なお最初に導入編を設定したのは学習者の関心を喚起し，日本の人口動態に  
ついてのテクスト群を読む上での出発点的な共通知識を与えるためである。  
〈ÅltesteJpanerin gestorben〉のテクストは人名，〈geb．1884〉，〈114／113  







書を使用することなく理解可能であることから，以後の支援テクストの支援テ   
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（Wiedergabe aufJapaniseh）させる，ないしは教員が日本語化することも行  
う。しかしこれに際しては，テクストの内容理解を目標とする本授業モデルの   
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子・高齢化編〉の支援テクスト3（〈Geburtenrate extrem niedrig〉）の設問  
12），あるいは目標テクスト2の設問8）のような形で，テクストを一つの資  
料として他の目的のために使用し，たとえ日本語によってであれ，これをく発  
信〉に転化させて行く機会を設けることが必要であると考えられる（1功。   
5．評価と課題   
5－1利点   
特定領域集中型読解法の利点としては次のような項目を挙げることができよ   
う。  












る上で有利に作用する。また他方で語彙の共通性は内容上の共通性，類似性を   
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示唆するものであり，授業の中で獲得した内容的知識を既有の知識ベースとし  
て新たなテクスト理解に使用する際の〈キュー（cue）〉としても機能すると考  
えられる。   






が大であると考えられる。   
具体的一例としては小子・高齢化編の支援テクスト1（Anzahlder Kinder  
so gering wie nie）の向かって右側，上から五行目から六行目にかけての  




コンテクストの中で〈sich fortsetzt〉が出現すれば，これを〈続く〉と推測す  
ることはさほど難しいことではないと思われる。  




概念知識→ ことば→（より多くの）概念知識→（より多くの）ことば  
→（更により多くの）概念知識→（更により多くの）ことば ……・＝…→  
5）辞書依存度の引下げ   
上に見たように，内容的側面と言語的側面の双方から豊富な手掛かりが与え  
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更に学習動機と学習意欲の向上に肯定的に作用する。  




















2） 各テクストが余りにも内容的，言語的に緊密に関連し合っていることに  
よって〈真の読解能力〉が形成されない。   
対策：授業の進展と共に，テクスト間の内容的，言語的相互関連性を低下さ  
せて行き，場合によってはテクスト間に飛躍も導入する。このことはまた1）   
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が可能となるといえよう。   
本稿は2000年度早稲田大学特定課題研究助成費（2000A－117）による研究  
成果の一部である。  
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準備教材例1   






??、?????っ???（?????????????????????????、?????????????（?????っ?。????「????????????っ???????」?????? 、「 ュ ?」 ? 、 ?。
?????????????。??????????? ? 「? ? ??「????」???
???????」????。??、???????? ? 、? ? ?? ?
発行所昌運蒜i自腰   
朝日新聞東京本社  
◎羞品宗野昌弘1  ???っ????、???? ? ?っ ??? ???? ???。 、? ?
????????、??????????????。
??、????????
?? っ? ??? 、? ?? ?? ? 。?? ??
2000年統計  
????????????? 、? ??????。??????? ??? ?
出生数と合醐め推夢  
第1次ベビーブーム（49年） 2．698．田8人  300  万  
208  
ひのえうま（66年）】．350．974人  
00   
???。????????? ? 、? ??? ??????? ? 、? ? 。? ? 、? ?
準  50  ’開．  70   80 、、∽  
（朝日新聞 2001年6月21日）  
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準備教材例2  
朝   Eヨ   新  弟減∬棚可  
??????????????????????????】??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????




??????????????（????）?、??（?????、 （?）、 （ ）??（ ）、（??? ）、??（〓????）、 ?（ ? ）???。 ?
????????????????????、???????? っ 。
????????（???
??? ???、? 、??、 ?? 。
??、????
ZOOO年国勢曹司童の人口とせ槻（速報値）  
人口 増撒幣革 世微  
5．682．950  －g．371－0．2 2．385．555  
?????????????????????????????????????????








































????????? ???????【??????????????????????????? ???? ???「????????????????????????????????? ??????〕??????????
全 国126．919，2881，34g．042 1．147．030．954  
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教材例  
1，人口動態シリーズ  
1－1 導入編   
C∫ （支援Tl）   
A8紬SteJap計  
謂e再n守eS紬ーね即  
1）どういう人て、どうした？   
T瑚a tgeb・l朗4）．1）2）どういう人で、・ごうした？  
die bislang封te5te FrauJapa恥  
5【arbim Dezemberletz【enJah・  
re5im各10汀eichen刃tervonl14  
Jahrenin einem山一ershe血in  （JAPANmagazin 2／1999をもとに原⊂が教材イヒ）  
T6kY6anHe陀VerSagen．   
DamitriickteYa5uAkinoaus 2）  
Sag∬a（Pr鉱 Shjzuoka）mi【  
ebenね115罰0」zenl13Jahrenauf 註＝鱒ANmagazinの記駆中の日木の人口勅使にl暴ける数値は．  
Platzei∬derAlter地【e・r叫 ＜日本の統計2000年版（総務庁統計局）＞、＜第五十回  
日本統計年鑑（総務庁統計局）＞の数値とは必ずしも一致しない．  
2／99増だ  
②（支援T2）   
Wohnbev6［kerung  
［nJapanlebten am L，10．1993  







7j どういう数字？   
（JA払Nmag8Zinl／1994をもとに原口が教材化）   
2上Mio．Frauen．6Lヱ3 Mio．M丘n－3）   
ner）．Der Zuwachslag gegen一   
正ber1992mi＝）．250ノb so山edrig」）   
wje noch nie 5eit 945．16．90  
5）Mio． Mer】SChen （－660．000）   
Waren 封ter als65Jahre：2O．S4  
6）連立＿j山鳩er als15（－520．000）．   
AufLlOOJugendLiche kamer】  
アユdamit31（19g3：ヰ3）11te．  ′＝  
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1－2 平均寿命編   
① （支援Tl）  
止b郎e血「唱由車  






3）どういう数字？   
r．IAPA封maga血5／98をもとに原口が教材化）  










出血通m亜ig雨ele Gdppeop飴r  
V・．a・1Ⅶn鹿ー出terenMen5C王Ien．（由）  
1）Mit76，36J血en蝕M畠皿er  
l皿d ＄2，84Jahrem触Frauen  2）  
auf der  
krSteI．  an  
le，aueb wenm sicbin diesem  
J血er血al5Seit1988e血1eidl－  
ぬR独夢皿gdes匝率垂  






5） 3）の理由は？  
6）どういう数字？  
7）どういう数字？  
（JARANm叩混血 9／1996をもとに原口が教材化）   
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1－3 少子・高齢化編   
①（支援Tl）  
A躍血相er辿＠）酢訂三唱㊥㊨り   
W短dお A皿t des M血st叩f由卜   




3）g町nOCh皿随rd訂a肛Ⅶn主2≧針   
a鮨．皿犯1▲血t血rerZ召血鮎ngbega皿   
u山地（垂更垂垂参軸皿乱W血   
gcTa通di巳馳d肛－be血由nb亡 
mg・Bis一血die secb刀geてJ血e   
皿ac鮎en・K血de亡einenA刀te且Ⅷn  
萬er迎％山ざ，db【漁．h d如Z頭4）  
des・Hochwach加丘S肋血ab．  
血「旺巳血血，ders衰弛b血5）  
もe山e fb洗Sem A皿er VoraⅡS耶晩  
nach wlrd sむb die Ab辺血e bis  
mJ血ヱ000fb摘etZ叫bis ei－6）  




15Jabren血瓜 g∫  
1）＜K血der＞とはどういう人ワ  6）どういう年？  
2）どういう数字で、その位置付けは？  7）どういう数字？  
3）この年はどういう年で、日本の人口は？  8）どういう数字？  
4）どういう数字？  
5）いっから？  
（JAmNmag且ムn 6／1995をもーとに原口が教材化）   
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② （支援T2）  
華inderzah㊨  ・二」虚・  
ten weisトニIe出離Ch、Ihlienlnit  manin■Ja・  Zumersten Malseit  
15，1％ einen  
aur．Gleichze．  
Ⅴねrt5）  1920mit der  Pan  
began几llatdi  
封terenMensch叩  Ja血en）山e  
unte円Chrit－  
t 
i  K∫iegsende  
die仏ber65  t古n．Das berichtete dasJapani－  
schc Am＝加Statistiki11Seiner  
en   
digl ch革もder  
DcrzeiLllaben  Sle lnell  lleしIeSしCI1  
1－iaue肋r  von】4．タ％はnd d伽几eJl  an derGe5al11t－  
kurzc Zei【di  
dbeltけCr托1l．工  
lder Kinder bci Kri喝SCllde  cv（封kcl・しIn  
bci36，81シもgelegc11，is  el■  2＝1  
砂．von Kind甲n  
U11tCl・針dl血cIl仇比gw机ゴC＝再：  
Raum Tokyo mit13，5％，den8）  
h6chstenhO餌IaWal山弘2％9）  










（JARANmaga芝山 2／1998をもとに原口が教材化）   
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③ （支援T3）  
Goburt釧ra始  
e】止rem  








derAu色dcbt皿g de皿0一  
im Jab∫e  許apbscber Daten  
2）I899．ImvergangenenJahrwur－   
denimReich der au短ehenden   
Sonne gm乱11．18W Gebw－3）  
Diesgabdasjapa止  
血或eIjum A血g  
蛍eses Mon虹S 血Tb桓8（璧＞  
Dabe＝st vor触感  
,anische Frauen 血mer紳  
me一 曲 geb釦en．Sdt dem4）  
ZW由ten8瑚00mA頭些g血r  
70erJ血血atte die  
Geblユ正en21Jabre  
bis sie 1994 5）  
8）どういう数字？  
9）どういう数字？  
10） どういう数字？  
11） どういう数字？  
12） あなたは＜eiLeGeburtenratevonminde8tenS2，1＞  
を守ることは必要と考える？／不要と考える？  
なぜ？（あなたの意見は？）  
Wieder e血en   
臨地sichl皇2iwieder6）  
忘㌻Der唾岩室蚕垂um鮎【  




‘‾  be主der  
noch bei 5  
紬25‘，7J血en，．血 m鋤1如柁鮎  
王血e工証ば27；5J独e aⅡ  
か鞄喝亀「萄至診血  
薗弛町ぬm由d貝孤＝血・軋an血路－  
d岳nlO）  S血i粗、刀nrnO血Ⅰ  
血ぬⅦn皿hdes血2ユ11）  
∈品脚h so die肇野  
望琴曲欄拉由比rilm・ 邸  
（JAPAN皿a官aZh 7／1996をもとに原口が教材化）   
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（JAWm喝aZh 8／1997をもとに原口が教材化）  
ha【itl  
Liinder unl 
9⑳血rs血ttビワ・山一「・   
Juni199Tleb【ビnln・Iap諷  
1）t9．細・S亡niり代nl－19％＝  
2）路∬L M伽．I．Da5 Sind c云．  
3）i紺…’●4’  
（仙  
盲 （少子・高齢化編の目標T）  
SGhr¢組成ⅤOraれ  
hJap孤血d20抑Mem－1）  
－   
5瑠J血du℃hbr血en，imletz一   











10） どういう数字？  
11） どういう数字？  
12） どういう数字？  
（JAR互Nm喝血11／1998をもとに原口が教材化）  




姦浣謁霊監慧蕊慧   
Yerdop匹1L岬dan皿蝕6）   
血dM蝕1n訂（13，7％）undll，粥  
7）些生frauen（18，‘％）・迦て琴   
koⅡlmt auf石Wei出也re M且nner   
血j址n騨rMa皿．血J血 15  
en eSⅥer  eralげd．  
enBむ騨r  血．Da5na－  8）  








文化論集第20号  46   
1－4 離婚編   
（D （支援Tl）  
Sch由du叩属0．k．  
1）生野亜erErwacb父nemh山一   
ten eine Schei血皿g窺r o・k   
Nod11978▲W訂en田bloIIZO％．2）   
1秋山l皿eru皿父hon傘l、4％．3）  
Aucb血td亡mNachwud娼bat   
manesnichtmehsoe山野VOn  4）5）   







（JAPANnagazh 3／1998をもとに原口が教材化）   
② （支援T2）  
Im Jahr 1998 haben sich 
ー2）   l）慧覧遥慧昆碧慧  
imJahrzuvor．Damitwurde   
laut Gesundheitsm山isterium  
1）どういう数字で、その位置付けは？  
2）どういう数字？  

















Vonl（和   
in den o8出elユbcbenBunde8旭ndem  
S8Ch8en－Anhalt  
cheidun  um望止  





弼夢言£慧電器   erlKinder；die  
Wa18eれ Wur一  
基旦旦墾重犯n－10）  










10）どういう数字？   
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verhjlmism丘LligschwachvertreteneJungeGenerationgekennzeichnet．Die  BundesrepublikDeutschla d－wiediemeistenhdustrielanderqdurcheine   
achst，tmddadurchverschiebtsichdie⑳struktur  Lebenserwartun 
der且IterenMenschen・Bereitsheute⑳inDeutschland  Standigzugl皿Sten  
mehr65j弘rigeoderaltereMenschenals15jahrigeundjtingere．  
Die壁垂klungder伝道塾，aberauchde＠chlie瓜ungenund  


































Statis［1SChesBundesamtDeutschlandソ）HPをもと；＝原口が教材叱   
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人口動態シリーズの目標T－2   
StatJStischesBu「鵬SarTltDeutschEard   








Jahrzelmten－au：hindenn畠Chsten5Jahrmitenmehr   



















htq）：〟www・adobe・debezogenwerdenka＝m   
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St8tl＄llk－Shol）   
0日ine．Produlくe  
OeDlet．如YO‖くerun臥  
Statistik－   
Shop  
















StatistischesBundesamtDeutschlandのHPをちと．こ貫口が教材化   
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》1nternationalisierung《japans：  





de T軌2570∽J叩弧モー．血den6）  
USA，gdblが VOll月厄血鮎nl∬d  
Grollbdt且nmen，Di巳Zaud巳rinJa＿  
panl由enden A鮎1翫Ider betn喝  
1991L21臥00仇DieKore弧erSmd7）  
mt丘型遡坦Personen die訂68捷ポ） a舶ほndiscbe Gnlppel苅Japan；ge－  
わ1gt YO【Iden C址n鮎en und den  
Bra5山皿m．拙作α㌍nt旭訂Kか9）  
搾aner Sind山Japan gebo一己n und  
dort aufgewachsen．OR spTeChen  
Sle nurWelug OdBrg訂kem Korea・  
r 
遥遠㌫監禁琵讐慧】0）  





JapanorilⅥ▲usland ▲usはmder・inJipan   
L8nd  Alほ8hl 【％】   Nq鵬n81tはt   Anzahl t％】   
1．USA  25ア845  38．g  1．K（】柑8  693．050  56．9   
2．8r8Si粕n    lOl．け4  15．3  2．C如na  17†．871  1ヰ．0   
3．∪．K．  48．200   7．3  3．日ra5i‖8n  l19．333   9．8   
4■．Kan8da  23，372   3．5  4．Ph‖pp事∩（－∩    61．837   5．1   
5． D8Ut3C川and   22．314   3．4  5．USA  ‘lZ 4g8   3．5   
8．Au8レ引Ien    l7．876   2．7  6．Pem  26；281   2．2   
7．m8血nd  17．075   2．6  7．∪．K．  】1．794  1．0   
8． F帽nk代Iich    16．164   2．4  8，mail且nd  8．912   0．7   
9．Slng8PUr    15，726   2．4  9．∨旭tnam  6．410   0．5   
10・Ho叩Kong   14・465   2，2  10．Kana（】a  5．903   0．5   
G（）ヨ8爪t  663．07‘l †00．0   Ge8am1   1．218，891 100．0   
ほngerakemJa出血Japむ1kben， 3）  





SOWio H且u¶g■扇ts0l¢hor  
E血hruれgl川叩両叫  
23．4％ 二う、kelneAntw（】∩ 、Tr一丁ニ‾二一一一一一′■7．3％  geb亡n ml遁Sen．50ndemledi帥Cb  rmtLichtbiユduれdUnte指Cb政一egト  
Sけien werden．Die爪ngerab血色ck8  
su8Ben nlCht nu∫ beideTlXoIea・  
几m jah口ehntela血g aur he鮎gen  
Widt∋柑t且nd．   
Dleわ1ge爪denThbeuenv¢rdeu址・  
Chen die g巳naJmtⅦZahlen：俺mer  
肌ねmleren Sle 肋e∫ 仙5Chehen  
Z¶SChenJap訂1¢m und A出血l・  
dモm．  
0   20   40   60   80【％   
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ト1）  】：i） obinJ叩耶WOhn帥doAu曇はndor   






Kelneノlntwort   
k（〉爪8Antwort  
7．3qも  
■ －‾、  
J8   79ミ4鴨  
－－ －■■－■・  
Hi＄¢hohomton止別岬肌脚川‖血t▲usl甜m由汁Il   
Al柑ほndIichoEIl叫仰山沌由m即日01tJip8nOrn  Au8ほndis亡h8EFlOPahれerV（川J8PanOrin冊∩   
血相●8■¶止 I（8r●■■  CIlh巳   U5一人   And●－●   Indg●∃i爪t K01●8   Chlね■  U5A   And●rO   
197（I 2．†08  1．536   2的    75    217  1970  3．438  1，386   1・95  ト571   286   
1gl】0  4，386   2．458    912   178    83a  1980  2，875  1．651  194   625  405   
1980 20，82（∋  8．940  3．6川    260  7212  1990  5・600  2・721  7q8  上091 】．080   
19Ql19．0≦柑  6．969  3．8Tl■    243  打．01J  1g81  t；．083  2，666   789  T．2∈12  l．316   
19ア0 100．0   7乙9  †3．3   3．6  10．3  1970 100．0   40．3   5．7   45．7   8．3   
1g88 100．α   58．0   20．8    4．1  19．†  1980 180．0   57．4   6．7  21．7  14．1   
1890 100．0   44，a  18．0   1．3   36ル  1998 100．0   48．6  12．6  】9．5   T9．3   





22）轡堅血・血eohne血belt5er血bn15   
elnerl‡鴇Ch畠軸mgnachgehen．Au5Stud沌W8Cken   
lSte5ZWar m6g止ch e血e b¢餌就ete ArbeIは訂Iaubms  
albekom皿en，通e一山5un月el¢mterArb由一eristdl田  
SOg皿Wiel皿6g此b．SoreisenⅥ加mte血emTbu一  
口如nlq乱打n e皿 皿d aTbel比n mei或ens unter sebr   
5C山吹bt8n8edh酢1喝en．Di¢SeAd沌it5pは㍑ebezelCb－   
net【n弧a止》jK《・Arbeit5p胤z8，n且Ch d印japa皿l・   
SChenWむ㍑m肌如b榊（gefむIr血h），〟仙8〝αJJ（d代心   
也g）Ⅶ1d〟々f此Ir（SChwer）．Sie上1ab巳⊃b皿モnOf随81－   
len Arb仇mChm¢応Chu也und smd so aufdie W肋   
ih訂Arbe晦eberむIgeⅦ鮎仇．Femer r】S出e托n dl郎e   
AカeitgwⅦ毎8□，血汀Cll山evond即M如iaiuegdenAト   
beItmm血皿g5喝00n汀eninsDrog¢nm山euabォ皿n旺・   
5Cben．Ab併餌Cbleg血∬beltendeA鮎血1deT haben   
O食皿鮎SIYモProbleme vollDisk止m血ier皿g a皿Ar・   
bei也plat之Ems軌鹿e鮎n血gu力騨触；ten，血s Nicllt－   
Be孤l出en no¢ムf星山g訂Ge旭1ter nach e山er鮎ndil   
叩gOdervon（乃e指mnden血ddieh如朽gst8nVOn   
AⅢはndem叫ge紐1】爪比且eschwerden．  
ローg8nis tionモn，diosidlaU†ko虞帥lose・Hilねund   
8b⊂atUn9VOnÅusほnderm羽柑虞白鳳e鵬habe爪：  
NUGW O6－g47－4733． Mr．  
K81旭川a  
し8bourStandard38ur88∪：ln－  
SPt〉e¶on S8Ctlon．T（ll，1061  
9J12・・6231  
Labour Sl月ndards OI†lc8．T引．  
tO6）94－8451．Mr．18爪ah8ra  
Hyogo Proねctu柑I Labour  
Sl且nd色付80㈹c8（2hd馴d9．．  
D15析出Olfk05in Kdb0．4F．  
トl．H且tObMh0．Chu仙．  
K8b8）：AdvほOr10r Fore唱n  
W（〉rl（8r5．T81．107引332－702¢  
ほdva爪CO nOllm：atlonlor con－  
5Ulbt10∩－n Eng他h r8qUlr8d）  
－0nPrObl¢mヨr01a仙1gt（）WOr■  
klng cond柑0nS．l．8．：COndト  
I18∩80Iel¶P10yl¶Onlnot clト  
arけ818tedln aCDnt化Cl．non－  
P叫ment OIwages．t（〉√mln白－  
t10∩．d8ngOrOUさ」Dbpl白C8erト  
Vironmt】∩†こOtC．  
Hy090 C川Z8関 川orrn8tlOn  
C8nl即【S‘）goD8PL S10柑An－  








Edu（：atlonlVork8r3 Un．．丁8L  
（OG）、362－2472：Ky（）k（）R（ldO  
UnlonHrg（）rOtRig川80flmm卜  
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10） 日本ではどうなっている？  
11） この年に何があった●？  
1こZ） これに代わってどうなった－？  
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13） このグラフは何を表す？  
14） このグラフは何を表す？  
15） この表は何を表す？  
16） これは何？   
ヱ・ヱ％w印i評り山Slむト   
tkra帥kn  
Japan由一le三和J血5軋27117）   
At追加d訂abg餌Cbobeこ頂  
18）血d主幹Ⅷ嘔訂alsimVor－   
jabn8erR肩ck夢喝Wkda適   
M胡瓜血Ⅶm ge辞弧 皿e§de  
E加a皿de一句・umddelle血bre・  
ch亡n血n Arl姥血虹 al虚」   
g叩1d（kr5C址血km W如－   
SChafほIaモetur屯ck阜蝕．㈹   
（JApÅNmagazin7／97をもとに原口が教材化）  
20）タイトルはどういうこと？  
17） どういう数字？  
18） どういう数字？  
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接続教材例 2  
V別・kelIl・  




料＝mve［・gaIlgeuellJ8J11■ZurtiekgegRllger）・   
＝．川98seien遡旦∃且ullddalllit且且Pl・uZel】L2）   
、矧】igeI・Motl）l・radl封－l・el・u11d BeiIもl－reI・  
vl汀U叩“jc机aI8eillJal汀ZuV＝‘．LeiILeda只  
SLaLiRtische Bunde5amt alnl〕ieJIBtagIll  
Wiesba【lenlllit，Beirlen Ull指＝eIIWut・del1   
3）864Me！ほぐlleIlget机etulld旦星ヱ呈卓SCllWel・4）  
1・eI・】etzt．  
AI9Gru！l（＝損■dellR此kga明derU汀ほ1一   
Ip ver】11utet，en dieStatisItikerdiescllleclト  
tel▲eWiLterul唱．DatlerSeietldieMotcIrr貞一   
【1cJ・hauElgeI・illdel・Garagegebliel）en，  
MotorrddfFlhrer bleiben gleichwt）l11die   
，，a‖18tark8te－tgel紬rdetellKraftfhhrzeug－   
l脚IuLzer‘‘こBeR口gellaurlOOOI■eか由ierte  
Motr）rJ・ELderveruIlgliickten19981aut8uIト  
degaIロL dtり・cllSClln批1ich14F8ilrer uIld6）  
Bei届Irel・，beiAut（）・Ln88gRen．lagdasUlト   
1111tl・i3ik…】iL由比軌汀Itl】g肋1（te】ljelU（川 7）  
W叩elt el・llel－Iicll■lietll・jge－∴Die Gew即lト  
9eh11［t der PoZi乙eirbrdet・te die坤1tOI－r8d－  










8）どういう致す？   
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註  
（1）ウイルキンズは〈文法を中心とするシラバス〉を「学習者を漸進的に目標言語の表現形式に触   
れさせていくことによって言語を教えようとする」授業の組み立て方であるとしている（ウイル  
キンズS．22）。これに対して〈概念を中心とするシラバス〉については，「概念を中心とするシ   
ラバスを作成する場合には，……話し手が言語を通して伝達しようとしているのは何かを問うの   
である。そうすれば，語学教育を言語形式からではなく，内容に基づいて構成することができ  
る」としている（ウイルキンズS．23）。  
（2）〈生テクスト〉 とほドイツ語教育のために書かれたのではなく，原則として実際のコミュニ  
ケーションの用に供されることを前提として書かれたテクストを指すものとする。  
（3）ドイツ語の使用の実際に即した授業という観点からは一年次から概念を中心とするシラバスで   
授業を行うことが望ましい。しかしABCから接続法までの文法項目を概念を中心としたシラバ   
スで網羅し，走者させるためにはかなりの授業時間数を必要とし，かつまた日本の大学生を対象  
とする既成の教材は少ない。また一年次の授業を各教員が個々に概念を中心とするシラバスで構   
成した場合，担当者による特定の文法項目の既習／末習のばらつき等が問題となろう。これに対  
しては，当該箇所での二 三年次の授業も視野に収めたドイツ語教員全体の意志統一と授業内容   
の調整といった準備作業が必要であり，その実施は現実的には必ずしも容易ではない。そこで小   
論では，一年次に通常の文法を中心としたシラバスで90分の授業を50回程度履修した二年次生，   
あるいは更に二年次に90分の授業を25固から50回程度履修した三年次生のクラスを教員が新たに   




（4）大学における教育改革に際して，組織あるいはカリキュラムという〈入れ物〉についての変更   
は，具体的な授業のく中身〉の変更と比較して，文部科学省等の教育行政機関，マスコミ，他大   
学，他学部といった外部者には何らかの改革実施のサインとしてアピールし易い。しかし改革に   




りようは一律ではなく，また決してきれい事だけで捉えることはできない。現実に対応した実効   
性ある教育改革のためには更にこのレベルにまで路み込んだ議論と具体的施策が必要であると考   
えられるが，′ト論で峠この間題には立ち入らない。小論では学生を〈理想的学習者〉と想定して  
論を進めることとする。  
大学数育と学生の関係をめぐって更に根本的には，「箱（学校）を通過したものの変化の原因   
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（7）Krashenのこのことばは，1987年のミラノのBritish Councilで行われた会議での発言とされ   
ている。  
（8）現実に一年間で600語程度しか導入できないとすれば，そこで考えられる一つの選択肢は，   
二，三年次でも継続して語彙の導入を行い，二，三年間で1000－2000語を習得させることであ   
る。しかし小論は，上にも述べたように，こうした戦略的選択は行わず，〈通常の〉一年次の授   
業を受けてきた二，三年次の学習者を対象として，〈大学生にふさわしい内容のあるテクストを   
読む〉ことを〈強行〉 しようとした場合に，戦術レベルでどのような方策が可能かつ有効かを考   
えようとするものである。  
（9）小論では〈語〉の定義をめぐる問題には立ち入らず，便宜的に次のような形で〈語彙素   
（Lexem）〉を〈語〉として考えることとする。   
（語彙素とは）「具体的な実現形態としての語形（¢Wortform）の基礎になっている抽象的な語  
彙単位で，例えばHaus－Hauses－H去user－H畠usernは語形の異なる五つの語であるが，一つ  
の語彙的意味（EDlexikalische Bedeutung）を共通にもつという点では一つの語彙素IHaus［  
が状況に応じてさまざまな形に実現したものといえる。辞書の見出し語とはそうした語彙素を  
便宜的に表したものである。」（川島S．朗4）   
（原口註：くHaus－Hauses－Hえuser－Hえusern〉は，本来は〈Haus－Hauses一旦邑些E－H畠user－   
H良usern〉であるものと思われる）  
また小論では〈Die Zahlhatim Vergleich zum Vorjahr um、auf～ZugenOmmen〉における   
〈imVergleich zu〉，〈um～ auf～ZugenOmmen〉といったいわゆる熟語的表現も，これを一ま   
とまりの定型的表現として身に付けてはじめてテクスト理解にとって有用な知識となるという点   
に加えて，記述上の煩雑を防止するという点からもこれを〈語〉に含めて考えるものとする。  
（1（カ Oeh）erは〈構造語〉として冠詞，代名詞，数詞，前置詞，副詞，接続詞を挙げている（Oehler   
S．7）。  
（11）OehIerもまた「構造語は言語の中で出現頻度が最も高い。通常のテクストのほぼ半分は構造   
語から成り立っている」としている（OehlerS．7）。  
（1勿 Neunerは〈coverage〉をドイツ語では〈Reichweite〉 としている。  
（13）く理解可能性〉は日本の大学生がドイツ語を学ぶ場合，主として英語についての知識のドイツ   
語学習への利用に際して問題となる。英語語彙との類縁性とその活用はドイツ語語彙拡大の一つ   
の有効な戦術となると考えられ，これについての適切な教育法が必要である。  
（14）〈学習可能性〉は後に見る〈既有の知識ベース〉をめぐる問題と関連すると考えられる。 もひと  
（19 〈マシュー効果（Matthewetfect）〉とは，マタイ伝福音書第25章29節の「すべて有てる人は， あたい上い⊥ゆたもものももの   
輿へられて愈々豊かならん。然れど有たぬ者は，その有てる物をも由らるべし」（新約聖書S．   
55）に基づいてMerLonが科学者の業績とこれに対する見返りの関係についての社会心理学的影   
響を論じるに際して最初に使用した概念である。Walberg＆Tsaiはマシュー効果の概念を教育   
学の分野に転用し，以前に受けた教育上の利益は現在の学習活動と学習動機にも影響を及ぼすこ   
とによって，この二つの要因以上に，学習成果に対して累加的に有利に作用する（Walberg ＆   
TsaiS．371）としている。Walberg et al．は教育の領域におけるこのような因果的連鎖を「Fマ   
シュー』ない しは『累加的有利性』の効果（“Matthew”or“cumulative－advantage，1effects）」とし   





においては一般に一方通行の因果関係が想定されているのに対して，むしろ反射的ないしは互   
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（姻 準備教材例と接続教材例については後述。  








（痛 く関口〉s．166f．は推奨に催する良き一例であろう。  
（湧 この問題はドイツ語という一教科の枠を超えた学科昌統合的な給合学習，そして更に大学教育  
のありかた全体の戦略目標策定の問題と関係する。この間題については更に稿を改めて考えるこ  
ととしたい。   
錮 大学の外国語教育をめぐる諸問題を鳥略し，その改革についての論点を整理して考える上で   
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